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Ⅰ． はじめに

　地域診断は、厚生労働省が平成 25 年に示した「地

域における保健師の保健活動に関する活動指針」1)に

おいて保健師の保健活動の基本的な方向性の筆頭に挙

げられた。その具体的な内容としては「保健師は、地

区活動、保健サービスの等の提供、また、調査研究、

統計情報に基づき、住民の健康状態や生活環境の実態

を把握し、健康問題を明らかにすること（地域診断）

により、その健康課題の優先度を判断すること。」と

あり、地域診断は保健師としてその責務を全うする上

で重要な実践能力であるということがあらためて明示

されたといえる。同様に、保健師基礎教育においても

地域診断に該当する内容は高い到達レベルが求められ

ている。同省の「保健師に求められる実践能力と卒業

時の到達目標と到達度」2)では、保健師に求められる

5 つの実践能力の一つとして「地域の健康課題の明確

化と計画・立案する能力」が挙げられ、その能力に求

められる卒業時の到達レベルは「少しの助言で自立し

て実践できる」レベルあるいは「指導保健師や教員の

指導のもとで実施できる」レベルと位置付けられてい

る。

　保健師基礎教育を担う教育機関において、地域診断

に関する教育方法については演習 3 -14)、実習 15-20) のい

ずれにおいても数多くの検討や工夫が報告されている。

報告されている地域診断の演習・実習の内容としては、

既存資料の収集・整理、地区視診や地域住民あるいは

キー・インフォーマントへのインタビュー、情報の分

析・アセスメント、活動計画の立案など、これらの一

部あるいは全てが含まれている。また、さらに健康教

育までが含まれている演習3 , 5)や、個別事例から地域

課題を見出す現場の保健師の実践的思考をたどること

を意図した演習13)などもあり、各教育機関では意欲的・

先進的な取り組みが常に研鑽し続けられている。これ

らの報告においては、様々な工夫による効果と同時に

いくつかの課題についても言及されている。その中で

も特に学生に対する課題としては、生活実態との関連

性を推測できる力量を育成する必要性19)や、生活経験

の少ない学生に対して対象者がイメージできるような

具体的な助言や情報を統合する思考過程への支援の必

要性9)が指摘されている。確かに、これらのことは教

育実践の場面において教員として感じることであり、

地域診断の初学者にあたる学生がこれらを効果的に学

ぶために十分な工夫が求められる。そこで、その工夫

の一環として順天堂大学保健看護学部（以下、本学部）

では、地域診断演習の中で学生が実際に地域に出かけ
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て地区視診や地域住民へのインタビューを行った後の

振り返りにおいてマインドマップの活用を試みている。

　マインドマップとは概念地図法の一種で、これを考

案した Tony Buzan は「放射思考（中心点から連想的

に思考を広げていくこと）を外面化したものであり、

脳の自然な働きを表したもの」21) とする。この方法は

あらゆる用途に使用でき、学習能力を高めたり、考え

を明らかにしたりするのに役立ち、生産性の向上が可

能になるとされている。看護師基礎教育においては、

看護過程演習22)や実習カンファレンス23)、学生自身に

よる患者との関わりの振り返り24)におけるマインド

マップの活用が報告されている。一方、保健師基礎教

育や公衆衛生看護科目においてマインドマップの活用

の試みは見当たらない。そこで、地域診断演習におけ

るマインドマップの活用について教育実践を振り返り、

その効果と課題について考察する。

　なお、本稿では「地域診断」、「地区視診」の用語は、

「地区診断」「地域看護診断」、「地区踏査」などの他の

類語とは厳密に区別せず、これらを包括する用語とし

て位置付けて用いることにする。これらの厳密な区別

や定義については他稿に委ねたい。

Ⅱ．地域診断演習におけるマインドマップの活

　　用の実際

１．公衆衛生看護科目及び地域診断演習の概要

　本学部における公衆衛生看護科目の一覧を表１に示

した。地域診断演習は、３年前期の講義・演習科目で

ある「公衆衛生看護学活動論Ⅱ」に含まれている。「公

衆衛生看護学活動論Ⅱ」の目的は、公衆衛生看護活

動の基盤となる地域で生活する人々の健康課題を明ら

かにするための地域診断の意義と方法を理解し、地域

特性に応じた支援計画の立案・実施・評価のプロセス

について演習を通して具体的に学ぶことや、健康課題

に対する地域の組織的な取り組み、保健医療福祉計画

と公衆衛生看護活動との関連について学ぶこととして

いる。なお、３年後期には地域診断演習と同じ市町村

にて「公衆衛生看護実習Ⅰ（地域診断実習）」を行う。

講義・演習から継続した市町村で実習することでさら

に学びを深められることを意図している。

　地域診断演習の目的は、地域の特性を踏まえた保健

活動を展開するために人々の暮らしに関連する情報を

整理・統合し、健康課題を明らかにする地域診断技術

の基礎を学ぶことにある。この演習の具体的なスケ

ジュールを表２に示した。まず学生は４～６名のグ

ループで、静岡県東部の市町村１つを担当する。全７

コマのうち、４・５回目は市町村に地区視診（地域住

民へのインタビューも含む）に出向き、６回目におい

て地区視診の振り返りを行う。具体的なワークの進め

方は、オリエンテーションの後に、グループによる

ウォーミングアップ、個人によるミニ・マインドマッ

プとフル・マインドマップの作成、グループメンバー

表１ 本学部における公衆衛生看護科目一覧

表２「地域診断演習」の演習スケジュール
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同士によるプレゼンテーション、そして最後にワーク

の感想の記述を行い、この合計時間は約90分（１コマ）

である（表３）。なお、「ミニ・マインドマップ」と「フル・

マインドマップ」の用語については、前者は思いつく

ままにアイディアを書き留めるためのマインドマップ

であり、後者が通常のマインドマップである。

　マインドマップの一つのポイントとして「放射思考」

と呼ばれる中心点から連想を用いて思考を広げていく

ことが挙げられる。ただし、学生にとっては「連想」

という思考法は馴染みが薄いため、これを体験的に理

解するためにグループによる連想のウォーミングアッ

プを行う。ウォーミングアップでは教員が適当なテー

マを与え、そのテーマから連想される言葉をグループ

メンバーで一定時間内にできるだけ多く書き出す。こ

のウォーミングアップによって、連想が不得手な学生

も他の学生をモデルにして無理なくそのコツを掴むこ

とができる。このようなウォーミングアップは、この

後に個人でマインドマップを描くことを円滑に進める

ために重要な過程であり、欠かすことはできないと考

えている。

　マインドマップの具体的な描き方の手順も表３に示

した。教員はファシリテーターとして各手順をリード

する。なお、これらの描き方の手順は一般的なマイン

ドマップの描き方を遵守している。ただし、本学部に

おける独自の工夫としては、フル・マインドマップを

描いた後に地区視診した市町村の特徴を短文で表記す

ることにしている。これはマインドマップを描いた後

にもう一度全体を俯瞰する機会を設けることを意図し

ている。そして、全ての作業が完了後には、学生にマ

インドマップを用いたワークについての感想を記述す

ることも求めている。

２．学生が描いたマインドマップ及びワークの感想

　本稿で紹介するマインドマップや感想は、平成 27

年度に「公衆衛生看護学活動論Ⅱ」を履修した学生

表３ マインドマップを用いた地区視診の振り返りワークの進め方
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から提出されたマインドマップと感想、全 119 件の

から、著者及び共著者である公衆衛生看護領域の教員

が代表的なものを任意に選定したものである。なお、

後述の学生の描いたマインドマップ例（図１）２点は

作成者である学生に掲載協力の依頼をしてその同意を

得たものである。その際には倫理的配慮として、本稿

の概要、マインドマップ掲載の方法、掲載協力は自由

意思であり協力しない場合にも一切の不利益を受けな

いこと、同意した場合でも原稿提出前であればこれを

撤回できること、個人を特定できる情報を削除し画像

データは目的外の使用はしないこと等を口頭と書面に

て説明し同意を得た。また、この依頼は当該科目の履

修完了し成績が確定した後に行い、強制性が生じない

ことにも配慮した。

１）学生が描いたマインドマップ例

　学生が実際に描いたマインドマップ２点を例として

図１に示した。上側のマインドマップは、地区視診し

た市町村の名所が中央に描かれており、そこから「住

民」「自然」「食」「観光」「施設」の５つのキーワード

とそこから連想される言葉が枝に様に伸びる線と共

に示され、市町村の特徴の短文表記として「のんび

り、ゆったり、住みやすい町」が挙げられている。ま

た、下側のマインドマップは、自然環境や交通が中央

に描かれており、「観光」「交通」「自然」「生活」「仕事」

の５つのキーワードと連想される言葉が示され、市町

村の特徴の短文表記は「自然と観光どっちも楽しめ

る ! !」となっている。いずれのマインドマップも地区

視診において得た市町村のイメージや情報が一つのま

とまりとして自由に描かれていた。

２）マインドマップに示されたキーワード

　中央に描かれた絵から伸びる太い枝のような線の上

に示されているキーワードは、マインドマップでは基

本アイディア（Basic Ordering Ideas、以下 BOI）と

図１ 学生が描いたマインドマップ例

表４-1 マインドマップ１枚あたりの BOI数

表４-2 BOIの頻出順位（上位 10位）
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呼ばれている。学生が描いたマインドマップ１枚あ

たりの BOI 数と頻出 BOI として上位 10 位を表 4-1、

4-2 に示した。マインドマップ１枚あたりの BOI 数は、

４つが最も多く 57 件（47.9％）、次いで５つが 35 件

（29.4％）だった。また、最小の BOI 数は２つで１件

（0.8％）、最大の BOI 数は７つで１件（0.8％）だった。

BOI の頻出順位は、第１位が「観光」、第２位が「交通」、

第３位が「自然」だった。また、上位 10 位に含まれ

た BOI のうち地域住民とその生活に関連する BOI は

「食べ物」「教育」「生活」「住民」があった。なお、全

てのマインドマップ 119 件からそれぞれ BOI を抽出

し、表記ゆれを統一し重複を削除すると 146 の BOI

が認められた。

３）市町村の特徴の短文表記例

　描いたマインドマップを俯瞰してつけた市町村の特

徴の短文表記について類似した内容をまとめ、その一

部を例として表５に示した。地域住民やその人柄に関

する短文表記としては、「大自然とあたたかい人に恵

まれているまち〇〇（以下〇〇は市町村名）」「人情溢

れる自然に恵まれた町　〇〇市」などがあった。また、

地域住民の健康や生活に関するものでは、「自然豊か

で健康なまち〇〇」「子どもが暮らしやすい市」など

があった。さらに、環境、歴史・文化や産業、学生の

主観や感覚、学生の体験に関する短文表記も見られた。

また、全ての短文表記 119 件のうちポジティブなイ

メージを伴うものは 117 件（98.3％）、逆にネガティ

ブなイメージを伴うものは環境、歴史・文化に関する

短文表記のうち「シーラカンスのような市」「あるの

は歴史と緑だけ」の２件（1.7％）のみだった。

４）マインドマップを用いたワークについての学生の

感想例

　マインドマップを用いたワークについての学生の感

想について類似した内容をまとめ、その一部を例とし

て表６に示した。感想の中には「住民の人々はどのよ

うに生活しているのかと思った。」などあらためて地

域住民とその生活への関心の惹起をうかがえるものが

あった。また、「訪れた土地にあらためて親しみを感

じた。」など地域への肯定的感情を実感するものもあっ

た。さらに「今回少なかった情報について調べてみた

いと思った。」「〇〇市全体としての地域特性をつかみ

たいと思った。」など地域診断への関心の広がりも見

られた。

　感想の中にはマインドマップそのものに対するもの

もあった。「頭の中を整理し、関連性を示すことがで

きて、頭の中がとてもクリアになったような気がす

る。」「色を塗っていてとても楽しいなと思った。」な

どマインドマップのワークを通じて感じた快さや楽し

さの経験について述べられていた。また、「これから

の自分の悩みや実習で行き詰った時もこれを用いてみ

たいと思った。」など汎用的思考ツールとしての新た

な認識した者もあった。さらに、グループメンバー同

士で行ったプレゼンテーションについて「自分からも

人から見ても分かりやすい。」「グループメンバーの意

見もどんどん書き込みたくなった。」などグループ学

習ツールとしての肯定的認識もあった。

表５ 市町村の特徴の短文表記例
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表６ マインドマップを用いたワークについての学生の感想例
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　ただし、逆に反省やネガティブな経験についての感

想もあった。「まとまりのない思考をしているのが良

く分かった。」など自分の弱点を認識したり、「絵や色

を使って表現することは難しかった。」「記憶をさかの

ぼり掘り起こすのが少し大変であった。」など描画や

想起の不得手さを経験したりしていた。

Ⅲ．考　察

１．マインドマップの活用の効果

　地域診断演習におけるマインドマップの活用の効果

については、演習目的の達成、市町村に対するポジティ

ブなイメージづけ、汎用性の３点について述べる。

　本学部の地域診断演習の目的は、「地域の特性を踏

まえた保健活動を展開するために人々の暮らしに関連

する情報を整理・統合し、健康課題を明らかにする地

域診断技術の基礎を学ぶ」ことである。この目的の中

にある「人々の暮らしに関連する情報を整理・統合」

が学生にとって難しいことは指摘されており9,19)、本

学部でもそのことに問題意識を持っていた。図 1 の

マインドマップ例に示される通り、マインドマップは

中心の絵を起点として関連する情報がまるで枝が伸び

るように描かれる。また、そこに一つ一つ書き出され

る言葉は学生の連想によって導かれたものであり、既

存資料から機械的に書き写した言葉ではない。した

がって、マインドマップを描くということを通じて、

全ての情報が無理なく繋がっていることを学生なりに

実感しやすいことが推測される。実際に感想では「頭

の中を整理し、関連性を示すことができて、頭の中が

とてもクリアになったような気がする。」とあった。

多くの情報に翻弄されがちな地域診断において、マイ

ンドマップは学生に「身の丈にあった」情報の整理・

統合の経験をさせることができると考えられる。特に

それは地域診断の初学者の学習意欲を引き出すために

有効であろう。このことは、感想の中で地域診断につ

いて「今回少なかった情報について調べてみたいと

思った。」「〇〇市全体としての地域特性をつかみたい

と思った。」と関心の広がりが見られことからも示唆

される。また、マインドマップに示された BOI では、

その頻出順位の上位３つにこそ入らなかったものの

「食べ物」「教育」「生活」「住民」といった地域住民や

その生活に関連する BOI が多く見られた。本学部で

は、演習の目的にある通り、地域診断において「人々

の暮らしに関連する情報」を得ることを重視している。

マインドマップの中で BOI として地域住民やその生

活に関連することが多く見られたことは、学生が「人々

の暮らしに関連する情報」を得られていたことを示唆

している。以上のことから、マインドマップの活用は

地域診断演習の目的達成に効果的であったと考えられ

る。

　次に、マインドマップ描いたり、それを俯瞰し市町

村の特徴の短文表記をつけたりすることは、市町村に

対するポジティブなイメージを地区視診後にあらため

て確認することを促している可能性について述べる。

地区視診は、実際に地域に足を運び、五感を通じて地

域を生き生きと捉える機会になる。それは、学生に

とって新鮮な経験であり、学生は既存資料のみからで

は得られ難かった地域住民の暮らしを身近に感じたり、

訪れた地域に肯定的な感覚を抱いたりすることが多い。

しかし、個々の学生が得たこの貴重な感覚は、既存の

情報整理のための枠組みだけでは十分に拾い上げるこ

とはできず、むしろその作業を通じて急速に色褪せた

り、忘却されたりしてしまうことも少なくない。折角

の地区視診をしておきながらこのような現状であるこ

とはあまりにも惜しいことである。マインドマップは

その損失を解消していることが期待される。市町村の

特徴の短文表記例を見ると、地域住民やその人柄を

はじめとして、健康や生活、環境、歴史・文化、産

業、または学生の主観や感覚、学生の体験に関するこ

と見られた。これらほとんどの短文表記に共通してい

ることは、いずれの短文表記もポジティブなイメージ
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を伴うものであり、ネガティブなイメージを伴うもの

は極めて少ないことである。学生が地区視診を行った

のは静岡県東部の市町村が主で、都市部に比べて必ず

しも交通や商業施設の利便性は高くはない。したがっ

て、教員の懸念としては若い世代である学生にとって

これらの市町村は関心や魅力を感じにくかったり、実

際に地区視診に行ってもネガティブなイメージを持っ

てしまったりするのではないかということがあった。

しかしながら、マインドマップに記された短文表記を

見る限りにおいて、そのような懸念は十分に払拭され

うるものであったといえる。感想においても「訪れた

土地にあらためて親しみを感じた。」など地域への肯

定的感情を実感するものがあり、これは短文表記で見

られたポジティブなイメージと同様だった。このよう

にマインドマップを描くことにより地区視診で得たポ

ジティブな感覚をあらためて確認できていることが考

えられる。さらに、地区視診した市町村を振り返る際

にポジティブなイメージを助長する一因としては、「頭

の中がクリアになった。」「楽しいなと思った。」と感

想にもあるようにマインドマップを描く行為自体に対

しての快さや楽しさも挙げられる。このようにマイン

ドマップを描くことによってポジティブな帰結に至り

やすいメカニズムとしては、学生が感想で述べている

ようにカラフルな着色の楽しさによって引き起こされ

るのか、あるいはマインドマップの放射思考という独

特な思考法による影響なのか、連想によって生じた言

葉を紙面に書き出しきることが一種のカタルシスにな

るためなのかなどについては今後慎重な検討が必要で

ある。ただし、いずれにしても学生がマインドマップ

を描くこと通じて、地区視診をした市町村にポジティ

ブなイメージを持ちやすくなることは、そこに暮らす

地域住民に対する関心も高まることが期待でき、地域

診断演習において効果的であると考える。

　最後に、マインドマップの汎用性について述べる。

本学部ではマインドマップを地区視診後の振り返りの

ツールとして用いた。その結果、前述の通り地域診断

演習にとって望ましい効果を得ることが示唆された。

しかしながら、それ以外の恩恵もマインドマップの活

用によって得られていることが考えられた。例えば感

想で「これからの自分の悩みや実習で行き詰った時も

これを用いてみたい」などと演習以外の活用可能性を

見出し、汎用的思考ツールとして認識している者もい

た。関田25)は、マインドマップが大学生の学習支援の

思考ツールとして有効であり活用方法は様々であると

しており、これは学生の感想と一致する。さらに、感

想では、グループメンバー同士でマインドマップを用

いて行ったプレゼンテーションついて「自分からも人

からも見て分かりやすい。」などのグループ学習ツー

ルとしての肯定的認識もあった。副島23)は看護学生の

実習カンファレンスにおいてマインドマップを活用し

たところ、発表者が話しやすく考えやすくなること、

相手の伝えようとすることを理解しやすいこと、そし

て指導者も気づきが得られることをその効果として挙

げている。また、何よりも学生がのびのびと語ること

によって、お互いが集中し、思考しやすい雰囲気が生

まれることも経験として述べている。これは、学生の

感想と一致すると共に、筆者がワークをファシリテー

トする際に感じることとも一致する。したがって、マ

インドマップはその汎用性の特徴ゆえに、地区視診の

振り返りのみに留まらず学生の日々の学習やグループ

学習にも活用の幅を広げていけることが示唆される。

なお、本学部では現在、地域診断演習の後に履修する

公衆衛生看護実習Ⅰ（地域診断実習）において地域

の健康課題に焦点を当てた地区視診の振り返りや、公

衆衛生看護実習Ⅱ（保健活動実習）における最終カン

ファレンスでもマインドマップを導入している。今後、

別稿においてその効果を報告したい。

２．マインドマップの活用における課題

　マインドマップの活用については、前述の通りその
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効果が少なくはなかったと考えられるものの、実践に

あたっていくつかの配慮すべき課題もあった。それは、

マインドマップを描く経験は初めての学生がほとんど

でその独特な方法にすぐに適応できない者も存在する

ことから、個別的な配慮が必要という点である。例

えば、マインドマップ１枚あたりの BOI 数において、

１名のみではあったが BOI を２つしか挙げられない

者がいた。また、感想では、描画や言葉を想起するこ

との不得手さを経験したことについて触れていたもの

もあった。ワーク中では、絵の上手・下手は気にしな

いように伝えたり、ウォーミングアップにおいて連想

によって言葉を書き出すコツを掴めるような工夫をし

たりはしているものの、全ての学生がこれをすぐにで

きるわけではない。したがって、ワークをリードする

教員の他に、躓いている学生を個別的・積極的にサポー

トするための教員やティーチングアシスタントを配置

し複数で対応するなどの工夫が必要であると考える。

３．本稿の限界

　本稿ではマインドマップの活用の効果と課題につい

て教育実践を振り返り考察したものの、それは客観的

な評価指標を用いたものではないことが限界として挙

げられる。特に、紹介したマインドマップ、市町村の

特徴の短文表記、そして感想はできるだけ実態を代表

するものを例として選定したものの、これが恣意的で

ないことを証明できない。したがって、今後は質的・

量的それぞれの研究的手法によって、マインドマップ

の活用の効果や課題を明らかにすることが望まれる。

本稿は、これらの研究の起点となる実践報告として位

置付けたいと考えている。

Ⅳ．結　論

　本学部では、地域診断演習の中で地区視診や地域住

民へのインタビューを行った後の振り返りにおいてマ

インドマップの活用を試みた。その結果、効果として

は、演習目的である人々の暮らしに関連する情報の整

理・統合について地域診断の初学者である学生の学び

を助けること、学生の市町村に対するポジティブなイ

メージを促すこと、学生の日々の学習やグループ学習

のツールとしての広がりが期待できることが挙げられ

た。一方で課題としては、学生の中には描画や想起が

不得手な者もいるために、彼らに対して個別的なサ

ポートをする必要性が挙げられた。以上のことから、

今後も課題の改善を図りながら引き続きマインドマッ

プを地域診断演習に活用していきたいと考える。
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